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· 欠席者は必ず後日、確認しておくこと。
＜議事内容＞

1． 褥瘡発生者の確認

2． 勉強会

＜東病棟＞　　　　　　
・小向　静江様～左臀部　H30.9.25発生。デザインR22点。
　　　　　　　　　　　　壊死組織切除により浸出液が増え、一時的にデザインR20→25点となるが、徐々に軽快し現在22点。

両踵部　H30.10.15発生。右踵部　デザインR13点、左踵部　デザインR13点
　　　　11/4水疱破裂。デザインR6→14点となるが現在は13点
　　　　　　　　処置：左臀部　(ブロメライン軟膏塗布+ガーゼ保護)
　　　　　　　　　　　　　　　⇒11/9～ゲーベンクリーム⇒11/16～ゲンタマイシン軟膏

右踵部　(アズノール塗布+ガーゼ保護)
　　　　⇒11/16～ゲーベンクリーム
左踵部　(ゲンタマイシン軟膏塗布+ガーゼ保護)
　　　　⇒11/16～ゲーベンクリーム

　　　　　　　　食事形態：エプリッチ 5本/日(2-1-2)。
　　　　　　　　　　　　　11/7～粥・常菜
　　　　　　　　　　　　　11/29～常食・常菜　　摂取量：2/3～全量摂取。
・藤井　孝蔵様～右膝外側　H30.10.16　日赤病院から持ち込み。デザインR10→6点。
　　　　　　　　処置：イソジンシュガー塗布+ガーゼ保護
　　　　　　　　食事：常食・常菜　　摂取量： 2/3～全量摂取。
　　　　　　　　次回、1/21日赤形成外科受診予定(前回11/26)
＊現在褥瘡者　2名
＜南病棟＞
・岡田　由太郎様～10/24仙骨部（持続する発赤）発生　デザインR4点　11/5治癒
　　　　　　　　　処置：アズノール軟膏+ラップ保護
経管栄養施行中（CZHi　2-2-2）
・田嶋　松男様～10/10 　右踵部発生　デザインR16点→11点　11/5治癒
　　　　　　　　　食事形態：糖尿病食20単位
　　　　　　　　　食事量：1/2～全量摂取
・山田　石見様～10/10左足底発生　デザインR15点→14点
　　　　　　　　処置：壊死部ゲーベン+周囲アズノール軟膏+ガーゼ保護　2回/日
経管栄養施行中（CZHi　2-2-2）
・下道　重雄様～10/31臀部発生　デザインR12点　11/19治癒　　　　　　　　
処置：アズノール軟膏+ラップ保護
　　　　　　　　食事形態：常食・常菜
　　　　　　　　食事量：全量摂取
＊現在褥瘡者　1名
＊現在褥瘡者　5名
＜西病棟＞

・褥瘡者なし

＜北病棟＞

・褥瘡者なし

＜南山苑＞

・居ヶ内よね様～仙骨部　H30.7.18発生。デザインR30→19点

食事：CZ－HI　2-2-2
＊現在褥瘡者　1名
＜南風苑＞
・褥瘡者なし
※デザインRで評価する際に、【深さ】の点数が加算されている事があります。合計点数には入れないので、各部署で指導してください。
勉強会

「褥瘡の評価」
次回の委員会は1月の2週目で 16：00～病院2階会議室で開催予定となっています。開催日が決まり次第、連絡します。
